
 

 

 

 

 

 

１月７日（火）、３学期がスタートしました。冷たい西風が吹く中、元気に歩いて登校

してくる子供たちの姿、頭をちょこんと下げながら「おはようございます。」「あけまし

ておめでとうございます。」「今年もよろしくお願いします。」と言ってくれる子供たちの

温かいあいさつに元気とやる気、優しさを注入してもらいました。 

学校周辺の歩道では、学校まで来てくださっているガードボランティアさんと子供たち

が笑顔で新年のあいさつを交わしている姿が見られました。「今年もよろしくお願いしま

す。」高学年の児童が登校班の子供たちをまとめ、あいさつをしている姿を頼もしく思い

ました。 

 

始業式は、体育館で行いました。最初に体育館に入

場してきたのは１年生でしたが、4人の子供たちが凜々

しく先頭に立ち、速やかに整列することができました。

1年生の成長を感じました。 

始業式では、１年生、３年生、５年生の児童が新学期の抱負を発表しました。冬休み中

に原稿を準備し、発表の練習もしっかりやってきたことが分

かる堂々とした発表でした。 

１年生と３年生の代表児童は、縄跳びでチャレンジしたい

種目と勉強で頑張りたい教科について発表をしました。なり

たい姿を思い描いて頑張ろうという決意が伝わってきました。 

５年生の代表児童からは、「いよいよ学校のリーダーになるん

だ。」という強い気持ちが伝わってきました。学級目標や委員

会の目標を意識し、やるべきことを具体的に考えていました。 

 新しい年、新学期をどの子も決意をもって迎えていると思

います。なんとなく思っているだけの決意では、なかなか実

現にはいたりません。スタートの時点で、自分の言葉でしっ

かり表現したり、だれかに伝えたりすることが、決意を実現

させるための第一歩になると思います。御家庭でもお子さん

の決意をぜひ確認してあげてください。 

 校長先生も新しい年の目標を立てています。でも、ここ

数年間はいつも同じ目標です。「東小にいるすべての人に

『学校が楽しい』と思ってもらいたい！」それが私の願い

です。皆さんだけではありません。後ろに立っている先生

たちにも、事務室にいる先生たち、学習の支援をしてくだ

さっている先生たち、給食の配ぜん員さんたちにも「東小
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は楽しいな。」と思ってもらいたいと思っています。 

 皆さんが答えてくれた 2学期の学校評価で、「学校

が楽しい」「どちらかと言えば楽しい」と答えた人は

80.8％でした。１学期よりもやや下がっています。

全国学力学習状況調査（6年生）の全国の数値と比べ

ると、東小の１学期の結果とよく似ています。傾向も

同じで、一定数、学校が楽しくないと感じている人が

いることが分かります。 

皆に「学校が楽しい」と思ってもらいたいけど、簡単なことではないようです。 

今日は「しあわせのバケツ」という一冊の絵本を紹介します。 

 

「世界中のだれもがもっている幸せのバケツ。見えないけれど、みん

なもっている。」「なぜ、幸せのバケツをもっているのでしょう。それは、

みんなのよい心やうれしい気持ちを入れておくため。」「バケツがいっぱ

いになると、幸せな気持ちになれる。でも、バケツが空っぽになると、

悲しく、そしてさびしくなる。」「どうすれば、バケツをいっぱいにでき

るんだろう・・・。あなたがバケツを幸せでいっぱ

いにするには、まわりの人の協力が必要。まわりの

人も自分のバケツをいっぱいにするには、あなたの

協力が必要。」「だれかに好きな気持ちを伝えたり、

親切にしてあげたり、ほほえみかけたりしたときに、

幸せのバケツはいっぱいになる。これが、バケツを

幸せでいっぱいにする方法。」「あなたが、だれかの

バケツをいっぱいにすると、あなたのバケツもいっ

ぱいになるんだよ。」 

 「自分も相手も大切にする子」という本校の目標につ

ながるお話です。あいさつは、相手のバケツをいっぱい

にするでしょう。でも、悪口やいじわる、いじめは、相

手のバケツを空っぽにしてしまいます。同時に、自分の

幸せのバケツも空っぽにしてしまいます。 

 令和６年度も残り３か月を切りました。6 年生はまも

なく卒業を迎えます。進級した時、今年同じクラスで生

活したお友達とまた同じクラスになるとは限りません。

担任の先生も代わる場合が多いでしょう。 

３学期は感謝の気持ちを表し、伝える学期です。お世

話になった人に、その都度、しっかりと「ありがとう」

の気持ちを言葉で伝えてください。お互いの幸せのバケ

ツをいっぱいにできる毎日になるといいですね。 

 

 校長先生のお話はおよそ 15分でした。その間、子供たちは

しっかりと顔を上げ、お話を聞いていました。本校の文化と

して取り組んできた「相手を大切にした聞き方」が子供たち

の習慣になっていることをうれしく思いました。 

6年生の伴奏で歌った校歌には、浅羽東小としての一体感が

ありました。すばらしい新学期の幕開けとなりました。 


